
阪大物性若手グループ

強結合プラズマ

東大 ･理 一 丸 節 夫

この講義は強結合プラズマ一般について,一丸節夫助教授にお願いして7月 29,30日の午

前中2日間にわたって行われました｡

内容は次のようなものです｡

Ⅰ.Introduction

Coulombcouplingconstants

Examplesofstronglycoupledplasmas

Approaches

H.ClassicalionSystems

Radialdistributionfunction

OCPequationofstate& Wignercrystallization

lon-spheremodel

Hard-spherevariationalcalculation

Hypernettedchain(HNC)calculation

BIM equationofstate& solidification

Screeningpotential& harmoniclatticemodel

Enhancementofthermonuclearreactionrate

lmprovedHNCschemes

Densityfunctionalmethods

Possibilityofamorphousglassystate

Onsetofcharge-dencity-wave(CDW)instability

HI.DegenerateElectronLiquids

Equationofmotion

Modelequation& strongcouplingeffects

Dielectricformulation

Local_fieldcorrection

Radialdistributionfunction,correlationenergy& compressibilitysum rule

Plasmondispersioncoefficient

Excitationspectrum S(q,W)

Wignercrystallization& instabilities
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1982年度 物性若手夏の学校報告

第1日目は I,丑について,第2日目は皿について行われました｡一丸先生の独得の風貌 と

精力的な話しぶりが特に印象に残る講義であったこと,そしてこの講義の質の高さが特長と言

えるでしょう｡最後に先生の多忙中に依頼したため,講義テキストにアブストラクトしか載せ

られなくて参加者に連絡不十分となったことをおわびいたします｡ (文責 井口和基 )

線型応答理論再考

慶応 ･理工 久 保 亮 五

久保先生の講義は7月29日-30日の午前中に約100人の受講者を対象に行なわれた｡以下

その講義内容の荒筋の報告により,先生が意図された事を想像されたい｡

1950年代に確立された線型応答理論ももはや教科書的段階にあるが,平衡系の統計力学が

抱える基礎的な問題,例えばェルゴー ド問題は,そのまま線型応用理論においてもそのまま問

題として残されている｡線型応答理論を再構成 してみる事により,それらに対して理解を深め

る｡以上が序論である｡

次にEinsteinのブラウン運動の理論等の解説の後,テキストの §1に入り,いわゆる久保

公式の高橋による導出方法が示された｡t≦0で熱浴と平衡にあった系が,t>Oでその接触

を絶ちLu(p,X)の規定の下に,位相空間中を時間発展すると考える｡従ってエルゴ- ド条件

が重要である｡ §2では〟の中-熱浴も含めてしまい,ミクロカノニカル分布の立場から再び

久保公式を導出した｡ミクロカノニカルと言っても,熱浴はマクロな大きさであり, §1と本

質的な相違はない｡従ってエルゴ-ド条件はここでも登場する｡

§3では,Langevin方程式を取り上げ, §1, §2で求められた揺動散逸定理から第2種

揺動散逸定理を導出｡ブラウン運動をする粒子を考える時, random forceR と,粒子が受

ける抵抗が満足すべき関係式である. §4ではこのLangevin方程式が森のprojectionPを

導入する事により,ミクロな運動方程式から導ける事を示した｡そして random forceR の

相関が trueforceFの相関から求められる事を示した｡(FはiLによって "自然〝な時間

発展をするのに対して,Rは iL′=(1-P)iL による"自然でない〝時間発展をする｡ )

最後に §5では前節までの結果を用いて,Fの相関と易動度,電気抵抗の関係を求めた｡また

Kirkwoodの例を挙げて,F とR を混合しないようにとの注意もあった｡

以上の様に,帯義では,線型応答理論-Langevin方程式-森理論,という流れの中で,相

互の関係が明らかにされた｡ (文責 岡田耕三 )
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